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はじめに 

 

高取町は、古墳時代や飛鳥時代の遺跡が多く残る日本の歴史のふるさとです。大和地方の

中でも、今来人＜古代の渡来人＞たちが大陸からもたらした新しい文化の栄えた所でした。

歴史と自然が程よく解け合い、いつも人の温もりがあり、いつの時代も、静かに歴史を語り

続けるまちとして現在に至ります。 

戦後、人口が微増する時期もありましたが、全体としては減少が続いています。特に近年

は、年少人口（15 歳未満）、生産年齢人口（15 歳～64 歳未満）が減少傾向にあるのに対し、

老年人口が増加しつつあり、急速に少子高齢化が進みつつあります。このような状況が続く

と、労働者の減少による町の活力の低下、安定した税収が望めないことによる行政経営の悪

化など、様々な面で負の影響が現れることが予想されます。 

国では、急速な少子高齢化の進展に対応し、日本全体の人口の減少に歯止めをかけ、将来

にわたって活力ある日本社会を維持していくことを目指し、「まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を策定し、地方創生施策の展開を打ち出しました。 

本町でも人口減少や少子高齢化対策の推進と、更なる町の発展を目指し、平成 27 年度に

「高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、「一人一人が輝けるまち 高取」を町

の将来像として掲げ、各施策を推進してきました。 

この度、中間指標として設定した「基本目標に対する指標」、「施策の方向性」及び「重要業

績評価指標（ＫＰＩ）」が令和元年度末に期限を迎えることから、近年の社会潮流の変化を踏

まえて、戦略策定後５年間の取組を評価検証し改訂版を策定しました。引き続き、各施策を

全力で実施する所存ですので、今後とも皆様の御支援、御協力をよろしくお願いします。 

最後になりましたが、総合戦略改訂に当たり、御指導、御協力を賜りました多くの皆様に

厚く御礼申し上げます。 

 

令和２年１０月２３日 

 

高取町長職務代理者 副町長 東 扶美 
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第２章 本戦略の構成と期間 

１．本戦略の位置付け 
本戦略は、平成 27 年度に策定した高取町総合戦略の一部を改訂したもので、総合計画と一

体となった、町の最上位計画として位置付けています。 

なお、人口ビジョンも、最新の統計情報を加味して新たに将来人口を推計するなど、今回、

併せて一部を改訂するものとします。 

 

 

 

２．計画期間 
高取町総合戦略で定めた、「まちの将来像」、「基本目標」、「基本方針」は平成 27 年度から

令和７年度までの 11 年間としています。そのため、本戦略で示す「基本目標に対する指標」、

「施策の方向性」及び「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」は、令和２年度から令和７年度の６年間

とします。計画期間中に大きな社会経済動向の変化や国の方針変更が生じた場合は適宜見直し

の検討を行います。 

 

３．進行管理 
本戦略の策定に当たって、基本目標ごとの目指すべき成果として数値目標を見直します。各

基本目標にひも付ける具体的な施策の、重要業績評価指標（ＫＰＩ）も見直しを行い、ＰＤＣ

Ａサイクルの下に施策の効果検証、取組改善を行える体制を構築します。 

検証は、基本目標の数値目標と重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度を検証するものとしま

す。 

高取町まち・ひと・しごと
創生総合戦略（改訂版）

高取町
人口ビジョン

・国の長期ビジョン
・国の総合戦略

奈良県の総合戦略

教育大綱
子ども・

子育て支援事業
計画

健康増進計画・
食育推進計画

まちづくり
基本計画

その他
計画

都市計画
マスター
プラン
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Ⅰ 序章 

第１章 総合戦略改訂の背景と目的 
少子高齢化の急速な進展に的確に対応し、地方の人口減少に歯止めを掛け、東京圏への過度な人

口集中を是正し、将来にわたって活力ある社会を維持していくことが我が国の喫緊の課題となって

います。 

このため、国においては、まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）を制定し、

平成 26 年 12 月に、人口の現状と将来像、今後目指すべき方向を提示する「まち・ひと・しごと

創生長期ビジョン」（以下、「国の長期ビジョン」という。）、平成 27 年を初年度とする今後 5 か年

の政策目標や施策の方向性、具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下、

「国の総合戦略」という。）を策定し、まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立に向けて、国の姿

勢を示しました。 

これを受けて本町でも、国の長期ビジョンと国の総合戦略を勘案して、人口の現状と将来の展望

を提示する人口ビジョンを策定し、これを踏まえて、令和７年度までを計画期間とする、総合計画

と地方版総合戦略を一体化した「高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下、「高取町総合戦

略」という。）を策定しました。 

この間、国と地方自治体が一体となって、人口減少の抑制に取り組んできたものの、長期的な視

点を持ちながら着実に成果を積み上げていくことができるまちづくりが必要であり、これまでの取

組を更に強化する必要が生じてきました。さらに、ＩoＴ（インターネット・オブ・シングス）、Ａ

Ｉ（人工知能）、ロボットなどの新しいテクノロジーを産業や生活のあらゆる分野に取り入れ課題

を解決する取組や、平成 27 年に国連で採択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成に

向けた取組など、新たな社会潮流を踏まえた見直しが求められています。 

こうした状況の中、「高取町総合戦略」の中間指標として設定した「基本目標に対する指標」、「施

策の方向性」及び「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」が令和元年度末に期限を迎えます。これまでの５

年間の取組を評価検証し、「まちの将来像」、「基本目標」を実現するための新たな指標や具体的な

施策を示し、町民と行政の協働により、存続可能な町を目指すため「高取町総合戦略（改訂版）」

（以下、「本戦略」という。）をここに策定します。 
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壷阪寺 高取城跡 
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資料：国勢調査 
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第２章 高取町の概況 

１．各種統計データ 

（１）人口の推移 
① 総人口、年齢３区分別人口の推移と将来推計 

本町の人口は、恒常的に減少を続け、平成 27 年では 7,113 人となっており、平成２年から

25 年間で 19.4％の減少となっています。国勢調査によれば、年少人口（15 歳未満）が半減し、

老年人口（65 歳以上）が約 1.7 倍に増加しています。 

 

   ■本町の戦後からの長期人口推移 

              

 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

資料：昭和 45 年～平成 27 年は「奈良県推計人口調査」（各年 10 月１日現在） 

平成 30 年は「高取町住民基本台帳」（10 月１日現在）。 

＊昭和 22 年、昭和 25 年は船倉村、越智岡村、高取町との合算値。 

■平成 2 年以降の長期人口推移 
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Ⅱ 総合戦略改訂に当たっての課題 

第１章 社会潮流と国・県の方向性 

１．近年の社会潮流のまとめ 
① 人口減少、少子高齢化の進行 

日本の人口は平成 20 年をピークに減少局面に入り、少子高齢化による人口構造の変化が予測

されます。全国の自治体で移住、定住促進や交流人口に加え、将来的な地方移住につながる「関

係人口」の創出や拡大に向けて、地域資源を活用しながら町の魅力を向上し、発信する取組が進

められています。 

② 子育て支援、学びの充実 

国や地方では、結婚、出産、子育ての希望を叶えるために、保育の受け皿確保、幼児教育、保

育の無償化など、子育て支援を充実させる取組が進められています。また、学校教育では、新学

習指導要領の中で、「生きる力」を育むため「知識、技能の習得」「思考力、判断力、表現力の育

成」及び「学びに向かう力、人間性等の育成」を目指すこととされています。 

③ 安全への意識の高まり 

全国各地で台風や集中豪雨、大規模な地震が発生しており、暮らしの安全確保はまちづくりの

最も大切な要素となっています。東日本大震災や熊本地震では、役所自体が被災し行政機能が維

持できなかったことが課題として挙げられており、災害時における自助、共助、公助の取組が求

められています。 

④ 協働のまちづくりの必要性の高まり 

全国的に人口減少、少子高齢化、自治会加入率の低下など、地域活動の担い手の減少により地

域コミュニティの活力が低下しています。見守り活動や近隣の助け合いなど、人口減少に適応し

たまちづくりに向けて、町民の参画や協働が求められています。  

⑤ 産業やテクノロジーを取り巻く環境の変化 

ＩoＴ（インターネット・オブ・シングス）や、ＡＩ（人工知能）、ビッグデータなどの新しい

テクノロジーを活用し経済発展と社会的課題の解決を両立する、新しい時代の流れを力にする、

いわゆる「Society5.0」を目指した取組が国や地方で進められています。産業構造や働き方の変

化が生じつつあり、イノベーションの創出による生産性向上や、地域課題の解決、地域の魅力向

上にもつながる取組が期待されています。 

⑥ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の実現に向けた取組推進 

平成 27 年に国連で採択された持続可能な開発目標－ＳＤＧｓ（Sustainable Development 

Goals）は、世界が抱える問題を解決し、持続可能な社会を作るためのアクションです。国も積

極的にＳＤＧｓの推進に取り組んでおり、地方自治体でも取組が期待されています。 

Ⅱ 総合戦略改訂に当たっての課題 
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② 合計特殊出生率の推移 

女性が一生に産む子供の数に相当する合計特殊出生率の推移を見ると、平成20年には1.17、

平成 21 年は 1.19 と、県（1.20、1.21）とほぼ並んでいましたが、その後低下し、平成 28

年には 0.78、平成 29 年に 0.72 と急速に少子化が進行しています。 

 

■合計特殊出生率の推移 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

資料：高取町 

（３）地域経済の状況 
① 事業所数・従業者数の推移 

   事業所数を見ると、平成 21 年に 366 事業所でしたが、平成 28 年には 324 事業所となっ

ています。 

   一方、従業者数（事業所単位）は、平成 21 年に 2,188 人でしたが、平成 26 年に 2,294

人、平成 28 年には 2,309 人となっています。 

 

■事業所数・従業者数の推移 

 
資料：経済センサス（基礎調査）及び経済センサス（活動調査） 
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資料：兵庫県統計課「兵庫県の人口の動き」 

（２）人口動態の状況 
① 自然動態・社会動態の推移 

自然動態の推移を見ると、出生数が年々低下傾向にあります。 

また、社会動態は、近年、転出者が転入者を上回っているものの、社会純減は低下傾向にあり

ます。 

■自然動態の推移 

  

資料：奈良県推計人口調査（10 月１日から１年間の合計数） 

 

■社会動態の推移 

 

資料：奈良県推計人口調査（10 月１日から１年間の合計数） 
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5.9 

5.6 

8.1 

7.1 

7.1 

5.7 

30.1 

16.3 

15.6 

14.1 

11.8 

9.6 

21.6 

13.6 

20.8 

22.4 

10.9 

17.8 

15.6 

10.7 

17.3 

18.2 

23.5 

23.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妊娠・出産・子育てに関する情報提供・相談

妊娠・出産・子育てに関する助成

子供預かり制度の充実（一時預かりや放課後児童クラブなど）

子供と親の健康づくりの推進

子供の権利擁護の推進

教育施設の充実（学校・園施設の空調設備やトイレ洋式化など）

魅力ある教育の実施

学校と地域とのネットワークづくり

生涯保健体制・地域医療の充実（各種健診や予防接種など）

生涯活動の推進（生涯学習や町民スポーツなど）

地域福祉の充実

高齢者福祉の充実（介護予防や介護サービスなど）

障害者福祉の充実

人権擁護

生活・都市基盤の整備、充実（公共交通や公共下水道、公園など）

既存ストックの適切な活用・維持管理（橋梁、町営住宅など）

防災・減災の推進

交通安全対策の推進

防犯対策の推進

環境保全の推進（ごみ処理や町内美化など）

空家の予防・活用・除去の推進

既存の地域資源の維持保全と魅力の向上

新たな観光資源の開発

観光客の利便性の向上

イベント等によるまちの魅力ＰＲ事業の実施

移住促進を目指したまちづくり計画の検討

農林業の振興支援

商工業の振興支援（くすり産業文化の振興など）

地域ブランドの育成・創出

女性の就労支援

企業誘致・創業のためのＰＲや交渉

企業誘致・創業のための支援制度の創設

満足 やや満足 やや不満 不満

（N=557）

 

（２）施策ごとの満足度について 
  施策ごとの満足度は、「生涯保健体制・地域医療の充実（各種健診や予防接種など）」や、「生涯

活動の推進（生涯学習や町民スポーツなど）」、「高齢者福祉の充実（介護予防や介護サービスな

ど）」、「人権擁護」、「環境保全の推進（ごみ処理や町内美化）」の各施策で、「満足」又は「やや満

足」と答えた人が５割を超えています。 

一方で、「生活・都市基盤の整備、充実（公共交通や公共下水道、公園など）」や、「空家の予防・

活用・除去の推進」、「観光客の利便性の向上」、「企業誘致・創業のためのＰＲや交渉」などは、

「不満」又は「やや不満」と答えた人が７割を超えており、高いニーズがあると考えられます。 

 

■施策ごとの満足度 
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33.2 

29.3 

43.1 

46.5 

18.3 

16.5 

4.3 

4.7 

1.0 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

（N=394）

今回

（N=557）

愛着を感じる 少しは感じる あまり感じない

まったく感じない 不明・無回答

5.8 

10.4 

51.0 

51.3 

34.0 

28.2 

7.1 

5.7 

2.0 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

（N=394）

今回

（N=557）

満足 どちらかと言えば満足

どちらかと言えば不満 非常に不満

不明・無回答

２．アンケート調査結果の概要 
 本戦略の策定に当たり、高取町総合戦略で定めた施策に対する満足度やくらしの満足度、町民の

出産、子育て、移住、定住に関する意識のほか、本町の課題などについて、アンケート調査を行い

ました。なお、各世代のサンプル数が同程度となるように、配布に当たって調整を行いました。 

 

●調査対象者：本町在住の 15 歳以上の男女 1,300 人（住民基本台帳から抽出） 

●調 査 期 間：令和元年 10 月３日（木）～10 月 18 日（金） 

調 査 票 
調査対象者数 

（配布数） 
有効回収数 有効回収率 

今今回回  11,,330000  555577  4422..88％％  

前回 1,000 394 39.4％ 

 

 

（１）本町の暮らしの満足度・愛着感について 
  本町での暮らしの満足度は、「満足」又は「どちらかと言えば満足」と答えた人は、61.7%と

なっています。前回調査と比較すると 4.9 ポイント高まっています。年代別で見ると、10 歳

代から 40 歳代と 60 歳代以上で「満足」又は「どちらかと言えば満足」と答えた人が 60％を

超えています。 

また、本町に対する愛着感について「愛着を感じる」又は「少しは感じる」と答えた人は、75.8％

となっています。前回調査と比較すると 0.5 ポイント低くなっています。 

 

■暮らしの満足度（前回調査との比較）       ■愛着感（前回調査との比較） 
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（４）定住・移住について 
本町から転出しようとする理由は、「買い物など日常生活が不便だから」が 61.5％と最も多く、

「交通の便が悪いから」、「もっと住環境がよいところに住みたいから」、「仕事をする場所から遠

いから」、「医療機関が不十分だから」が多くなっています。 

  前回調査と比べ、「買い物など日常生活が不便だから」や「交通の便が悪いから」、「医療機関

が不十分だから」を選ぶ人が増えている一方で、「行政サービスに不満があるから」や「福祉サ

ービスが不満だから」、「町に特徴がないから」、「仕事をする場所が遠いから」などが減ってい

ます。 

■本町外へ転出しようとする理由（前回調査との比較）[複数回答] 

 

4.5 

9.1 

40.9 

47.7 

54.5 

20.5 

36.4 

4.5 

27.3 

18.2 

13.6 

25.0 

22.7 

27.3 

6.8 

22.7 

13.6 

2.3 

6.6 

9.9 

35.2 

56.0 

61.5 

14.3 

36.3 

5.5 

18.7 

11.0 

9.9 

16.5 

34.1 

14.3 

7.7 

15.4 

7.7 

1.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

将来的に自分が生まれた場所

（高取町外）に帰るから

町内にはあまり親しい人がいないから

仕事をする場所から遠いから

交通の便が悪いから

買い物など日常生活が不便だから

もっと都会に住みたいから

もっと住環境が良いところに住みたいから

もっと自然環境が良いところに住みたいから

道路や下水道、公園など

都市基盤整備が不十分だから

子育て環境が不十分だから

教育環境が不十分だから

福祉サービスが不十分だから

医療機関が不十分だから

行政サービスに不満があるから

いい不動産物件がないから

町に特徴がないから

その他

不明・無回答

前回（N=44） 今回（N=91）

(％）
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（３）結婚・出産・子育てについて 
  「現在の子供数」と「理想の子供数」を見ると、現在の子供数は「０人」が最も多くなってい

る一方、理想の子供数は「２人」が最も多くなっています。平均数では現在が「0.84 人」、理想

が「2.03 人」となっています。 

  「理想の子供数」よりも「現在の子供数」が少ない理由は、経済的な問題や健康、年齢上の問

題、結婚していないからとする回答が多くありました。 

 

■20 歳代～40 歳代の「現在の子供数」と「理想の子供数」[単数回答] 

 
 

■「理想の子供数」よりも「現在の子供数」が少ない理由[複数回答] 

 

40 

2 8 6 

29 

6 
1 

8 

29 

5 
11 7 2 

7 7 

2 

26 

14 

2 1 

9 

18 

12 

22 

5 

7 

6 

21 

18 

3 

2 

 -

 20

 40

 60

 80

 100

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 無回答 0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 無回答

現在の子供数 理想の子供数

20歳代（N=50） 30歳代（N=61） 40歳代（N=57）

（人）

現在の平均子供数

０．８４人

理想の平均子供数

２．０３人

14.0 

-

2.0 

- - - - - -

12.0 

10.0 

16.4 

8.2 

14.8 

9.8 

1.6 

4.9 

-

3.3 
1.6 

8.2 

-

7.0 

14.0 

19.3 

8.8 

7.0 

15.8 

3.5 

5.3 

3.5 
1.8 

7.0 

 -

 5.0

 10.0

 15.0

 20.0

 25.0

20歳代（N=50） 30歳代（N=61） 40歳代（N=57）

（％）(％) 
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5,181

3,660
4,625

2,819

5,578

4,506

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成27 令和２ 令和７ 令和12 令和17 令和22 令和27 令和32 令和37 令和42

社人研推計（平成25年）

社人研推計（平成30年）

将来展望（平成25年）

（人）

第３章 人口ビジョンの検証と課題分析 

１．人口ビジョンの検証 
最新の統計データを用いて、国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）による

推計方法に基づき本町における長期的な将来人口推計を検証しました。 

その結果、令和 22 年前後に 5,000 人を下回り、令和 42 年には約 3,000 人に減少すること

が見込まれます。また、この時点の生産年齢人口（15～64 歳）は 1,666 人と、平成 27 年の半

数以下まで減少すると見込まれています。 

高取町総合戦略の策定時と比較したところ、令和 22 年時点で 556 人少なく、令和 42 年時点

で 841 人少ないことになります。人口減少が加速していると考えられます。 

 

■将来人口推計 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「社人研推計（平成 25 年）」は高取町人口ビジョン策定時、「社人研推計（平成 30 年）」は令和元年時点の 

推計。「将来展望（平成 25 年）」は高取町人口ビジョンの将来展望人口。 

 

 

■年齢４区分別将来人口推計（社人研推計） 

 

732 672 573 504 448 404 360

3,855 3,369 3,030 2,686 2,363 1,959 1,666

1,255
1,200

993
872

811
835

777

1,353
1,466

1,608
1,625

1,541
1,427

1,313

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成27年 令和２年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上

（人）
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43.7 

78.9 

52.3 

43.9 

20.1 

17.5 

6.9 

5.8 

3.0 

1.8 

4.1 

49.4 

66.6 

33.4 

42.2 

16.5 

23.5 

10.6 

6.8 

2.5 

2.3 

3.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

国や地方自治体が税収減となり、

財源不足によって行政サービスが低下する

年金の減額、社会保険料や医療費の増額など、

社会保障に係る個人の負担増

まちづくりや地域福祉などを支える担い手の不足

過疎化の進行による土地の荒廃

労働力人口の減少などによる地域産業の衰退

人口減少による消費減などで、

商店などのにぎわいが喪失

地域の伝統や文化の喪失

スポーツ、文化、娯楽などの余暇を楽しむ機会の減少

それほど影響はない（不安に感じない）

その他

不明・無回答

前回（N=394） 今回（N=557）

（％）

15.5 

6.6 

72.3 

29.7 

20.3 

42.1 

15.0 14.2 15.5 
11.7 

21.3 

5.3 

15.3 

6.3 

65.2 

30.3 

25.1 

39.1 

11.5 12.7 

17.4 

11.5 

22.4 

4.1 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

人
権
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

保
健
・
福
祉

環
境

防
災

社
会
基
盤

農
林
業

商
工
業

観
光
・
に
ぎ
わ
い

市
民
活
動

行
政

不
明
・
無
回
答

前回（N=394） 今回（N=557）

（％）

（５）本町の課題について 
  社会環境の変化による今後の課題について見ると、「年金の減額、社会保険料や医療費の増額

など社会保障に係る個人の負担増」が各世代で多くなっており、次いで「国や地方自治体が税

収減となり、財源不足によって行政サービスが低下する」や「過疎化の進行による土地の荒

廃」の回答が多くなっています。 

  今後 10 年を考えたときに重視する施策は、「保健・福祉」や「社会基盤」が多くなっていま

す。 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

          ■今後 10 年を考えたときに、特に重要な施策について（前回調査との比較） 

  [複数回答]  

■社会環境の変化による今後の課題について（前回調査との比較）[複数回答] 



 

14 
      

高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

３．総合戦略改訂に当たっての課題と本戦略全体を貫くまちづくりの視点 

（１）最重点課題「人口減少対策」 
人口減少社会に直面している本町では、恒常的に自然減、社会減の状態が続いています。 

自然減は、未婚化、晩婚化、晩産化などによる出生率の低下が要因と考えられます。また、社

会減は、進学や就職する年齢の若者（15～24 歳）の町外への流出が要因と考えられ、将来、子

供を産む若年層の流出が、更に出生数の減少を招くという悪循環を生みだしていると考えられま

す。 

さらに、人口減少社会は単なる人口規模の縮小だけではなく、少子高齢化により生産年齢人口

（15～64 歳）が減少する、年齢構成のアンバランスという側面を併せ持っています。そして、

生産年齢人口の減少は、地域産業や地域活動の担い手、社会保障分野の負担などに大きく影響す

ると考えられます。また、本町の合計特殊出生率は、平成 20 年の 1.17 から減少傾向にあり、

平成 29 年には 0.72 と少子化が急速に進行しているとともに、町全体として高齢化が進んでい

ます。 

このように人口減少、少子高齢化がより一層進むことは、地域の活力の低下、地域経済の衰退、

更には、町民が日常生活を営む生活圏に必要なコミュニティ機能が失われるなど、今後の財政見

込みも考慮すると、様々な問題が生じることが懸念されます。全国的に人口減少社会に直面する

中で、本町の定住人口が増加に転じることは難しい状況にありますが、将来にわたり本町が持続

的なまちづくりを進めていくには、町民、地域、事業者、団体、行政が共通の危機感を持ち、喫

緊の課題として人口減少を最小限に抑制する対策に取り組まなければなりません。 

このため、本戦略では、人口減少対策を本町の最重要課題と位置付け、重点的かつ戦略的に取

り組むことにより、本町に定住、移住したい人、子育てをしたいと思う人、アクティブに過ごし

たいと思う人が増えるまちづくりを進めます。 
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55
71
81
82

71
54
60
55
57

79
110

154
201

238
171
155
160
146

104

0100200300400

52
67
78
82
81
77

67
75

102
101

124
160
166

219
206

227
203
188

243

0 100 200 300 400

0～4
5～9

10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90以上

（歳）男性 2,104 女性 2,521

34
44
50
53

44
36
33
35
40
45

62
58
62

77
99

120
139
122

74

0100200300400

32
41
48
53
51
45
41
48
60
72
81
82

104
103
110

144
138

160
178

0 100 200 300 400

0～4
5～9

10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90以上

（歳）男性 1,227 女性 1,592

79
117

151
147

119
124
127

174
205
213
200
192

250
323

266
223

147
110

41
4
0

0100200300400

82
140

117
134
146

115
120

164
180

216
233
233

263
313
312

262
241

201
104

32
7

0 100 200 300 400

0～4
5～9

10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90～94
95～99

100以上

（歳）男性 3,212 女性 3,615

 「将来人口推計（社人研推計平成 30 年）」に従い、本町における今後の人口構成の変化を見る

と、40 歳代以下の比率が下がり続けています。このことが人口減少の加速化の一因となっていま

す。 

 

■平成 30 年の人口構成      ■令和 22 年の推計人口構成     ■令和 42 年の推計人口構成 

   

 

 

 

 

  

 

２．長期的な人口の目標 
 

本戦略で定める施策等により、戦略的な対策を講じることによって長期的な視点で人口減少に歯

止めをかけ、一定規模の人口の持続的な定着を目指し、令和 42 年の長期的な人口ビジョンを

4,500 人と設定します。 

 また、施策の推進により、関係人口の増加を目指します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

(人) 
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Ⅲ  

第１章 将来像の理念  
江戸期に畿内要衝の地に築城された高取城の城下町として栄えた本町は、昭和 29 年 10 月１日

に旧高取町、船倉村、越智岡村の合併により高取町として新たに町制が始まり、令和６年に合併 70

周年を迎えます。 

これからのまちづくりでは、先人たちがこれまで築き上げた歴史、伝統、文化を継承しつつ、そ

れを魅力ある資源として生かしながら、町民と行政の協働によって、次の世代へとつなぐ必要があ

ります。 

本戦略でも、高取町総合戦略に掲げた「一人一人が輝けるまち 高取～子供から高齢者までみん

なで取り組むまちづくり～」という、町の将来像を引き継ぎ、これに社会潮流、国や県の新たな総

合戦略を踏まえて発展的に継承します。本戦略に定める全ての施策を通じて、町民、事業者と行政

の協働によって、持続可能なまちづくりに積極的に取り組み、誰もが居場所と役割のあるコミュニ

ティを目指すことで、町民一人一人が輝く町を作ります。 

 

 

 

 

≪将来像の理念≫ 

一人一人が輝けるまち 高取 

～子供から高齢者までみんなで取り組むまちづくり～  

  
 

  

Ⅲ 本戦略の理念、基本目標、施策の方向性とＫＰＩについて 
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（２）重点的な課題 

【自然増減について】 

○○課課題題１１：：どどののよよううににししてて子子育育てて世世代代をを増増ややししてていいくくかか  

本町の人口は昭和 25 年をピークに減少が続いています。特に、自然増減は一貫して減少

が続いています。町民意識調査では、「理想の子供の数」に対して「現実の子供の数」は少な

い傾向にあります。今後、人口減少に歯止めを掛けるためには、まずは子育て世代が安心し

て子供を生み育てられる町にし、いかに子育て世代を増やすかが課題となっています。 

○○課課題題２２：：増増加加すするる高高齢齢者者へへのの対対策策ををどどうう図図るるかか  

年少人口（15 歳未満）と生産年齢人口（15～64 歳）は減少を続けています。一方、老

年人口（65 歳以上）は増加が続いており、高齢化の進行が見られます。このため、高齢者

に対して適切な福祉施策を実施し、いかに生きがいを持って生涯アクティブに健康で暮らせ

る町にするかが課題となっています。 

 

【社会増減について】 

○○課課題題３３：：どどののよよううににししてて転転出出をを食食いい止止めめ、、定定住住ししたたくくななるる町町ににすするるかか  

近年の人口減少は、自然減少とともに、転出数が転入数を上回る社会減少も要因となって

います。町民意識調査では、若い世代ほど「住み続けたい」という意向が弱い傾向にありま

す。また、転出意向の理由として、「買い物等日常生活が不便だから」、「交通の便が悪いか

ら」、「仕事をする場所から遠いから」が多くなっており、暮らしやすい環境の整備に取り組

み、いかに転出を食い止め、定住したくなる町にするかが課題となっています。 

 

【地域の産業について】 

○○課課題題４４：：どどののよよううににししてて地地域域のの産産業業をを活活性性化化すするるかか  

若者にとって魅力的な働く場を新たに創出するとともに、地場産業の担い手を確保し、い

かに地域の産業を活性化するかが課題となっています。また、地域外からの稼ぐ力を高める

ためにも、高取城跡のＰＲや周辺自治体と連携した周遊ルートへの観光客誘致、医療ツーリ

ズムの検討も進めることが必要です。 

 

【戦略改訂に当たっての課題】 

○○課課題題５５：：限限らられれたた予予算算やや人人的的資資源源のの中中でで、、いいかかにに効効果果的的なな施施策策をを打打ちち出出せせるるかか  

本町の財政は決して潤沢ではなく、限られた予算や人的資源の中で、いかに効果的な施策

を打ち出せるかが課題となっています。町民意識調査では、本町にとって今後 10 年で特に

重要な施策分野として、約７割が「保健・福祉」と回答しており、施策へと展開することが

必要となっています。 
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第３章 基本目標ごとの基本方針、施策の方向性及びＫＰＩについて 
将来像の実現に向けて、大きく４つのまちづくりの基本目標と 11 の基本方針を明らかにし、計

画的かつ総合的なまちづくりを推進します。 

 

１．基本目標１『安心して子育てができるまち 高取』 

【概要】 

近年は、出生数の減少や少子化が進行する一方で、核家族の増加や子育て家庭の就

労形態の変化などにより、保育ニーズの多様化が指摘されています。このため、本町

では、「高取町子ども・子育て支援事業計画」を策定し、「笑顔あふれる 夢あるまちた

かとり」を基本理念に、安心して子供を生み育てられる環境の整備を進め、本町で暮

らす子供や保護者、それを支える地域の人々が共に喜びを感じ、笑顔があふれるまち

づくりに取り組んでいるところです。これらの関連する計画や施策との整合を図りな

がら、更に戦略的な施策を展開することで、安心して子育てができる町を目指し、よ

り一層取組を進めます。 

また、情報化や国際化の進行など子供を取り巻く環境が大きく変化する中で、子供

が確かな学力を身に付け、一人一人の多様な個性と可能性を伸ばす教育を進めていま

す。さらに、郷土愛の醸成や豊かな心の育成を図ります。 

指標 数値目標〈令和７年度〉 

 

合計特殊出生率 

1.5 

＊「高取町人口ビジョン」の検証（令和２年３月）を踏まえ、

令和 32 年に 2.07 に到達することを目標に設定します。 

【【基基本本方方針針】】  

１１--１１：：子子育育てて環環境境のの整整備備  

男女協働参画の視点に立ち、出産や子育てに対する不安をなくし、安心して子供を

生み育てることができる環境の整備を推進します。 

 

１１--２２：：教教育育環環境境のの向向上上  

本町の未来を受け継ぐ子供たちが、本町で育ち、学び、健康で豊かな人間性を身に

付けた社会の担い手に成長できるよう教育環境の向上に取り組みます。 

 

 

  

 １．基本目標１『安心して子育てができるまち 高取』 
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第２章 本戦略の全体像・施策体系 
高取町総合戦略に基づき展開してきた施策の効果を踏まえながら、４つの基本目標と基本方針

及び施策の方向性を示します。 

 

《総合戦略の施策体系》 
基本目標 基本方針 施策の方向性 

【基本目標１】： 

安心して子育てができ

るまち 高取 

 

 

 

１-１：子育て環境の整

備 

①妊娠・出産・子育てに関する情報提供・相

談 

②妊娠・出産・子育てに関する助成 

③子供預かり制度の充実 

④子供の健康づくりの推進 

⑤子供の権利擁護の推進 

１-２：教育環境の向上 ①教育施設の充実 

②魅力ある教育の実施 

③学校と地域とのネットワークづくり 

【基本目標２】： 

心豊かに、人が支え合い

暮らせるまち 高取 

 

２-１：生涯にわたって

生き生きと暮らせる

仕組みづくり 

①生涯保健体制・地域医療の充実 

②生涯活動の推進 

２-２：地域福祉の更な

る推進 

①地域福祉の充実 

②高齢者福祉の充実 

③障害者福祉の充実 

④人権擁護 

２-３：暮らしを支える

基盤の整備 

①生活・都市基盤の整備・充実 

②既存ストックの適切な活用・維持管理 

２-４：地域の安全・安

心の向上 

①防災・減災の推進 

②交通安全対策の推進 

③防犯対策の推進 

２-５：地域環境の保全 ①環境保全の推進 

②空家の予防・活用・除去の推進 

【基本目標３】： 

訪れたくなるまち、住み

たくなるまち 高取 

 

３-１：観光による交流

の拡大 

①既存地域資源の保全と魅力向上 

②新たな観光資源の開発・ＰＲ 

③観光客の利便性の向上 

３-２：町の魅力発信等

による移住促進 

①イベント等によるＰＲ事業の実施 

②移住促進を目指したまちづくり計画の推進 

【基本目標４】： 

産業振興により活力あ

るまち 高取 

 

４-１：地域産業の振興 ①農林業の振興支援 

②商工業の振興支援 

③地域ブランドの育成・創出 

４-２：新たな企業の 

誘致・創業 

①企業誘致・創業支援 

②女性の就労支援 
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放課後児童クラブ 

 

③：子供預かり制度の充実 

子育て世代の働く機会の拡大と、仕事と家庭の両立を支えるため、延長保育や放課後児童

クラブなど、関係機関が連携して子供預かり制度の充実に取り組みます。 

ＫＰＩ① 保育所（園）待機児童数 ０人 

ＫＰＩ② 放課後児童クラブ待機児童数 ０人 

【主な施策例】★通常の利用時間を超えての保育（延長保育）（福祉課） 

★保育園での一時的な乳幼児の預かり（一時預かり）（福祉課） 

★保護者の疾病により家庭での養育が困難になった児童の保護（ショートステ

イ、トワイライトステイ）（福祉課） 

★病院の専用スペースでの看護師による病児の一時的な保育（福祉課） 

★放課後児童クラブ（放課後家庭で保育できない小学生に対する居場所の提供）

の充実（福祉課）                      

 

  

 

  

 

 

④：子供の健康づくりの推進 

乳幼児健康診査の実施や周産期医療体制の充実を図るとともに、体力向上や歯の健康を推

進するなど、子供の健康づくりを推進します。 

ＫＰＩ① ３歳児健康診査 むし歯有病率 18.6％ 

ＫＰＩ② 12歳児１人平均ＤＭＦ歯数（むし歯本数） 0.81本 

ＫＰＩ③ 小中学校体力テストの県平均を上回る項目数 21項目 

【主な施策例】★子供の体力向上の取組の推進（教育委員会） 

★周産期医療体制の充実（保健センター） 

★乳幼児健康診査（保健センター） 

★学校給食でのアレルギー対象者への除去食の提供（教育委員会） 

★学校給食での郷土料理の提供（教育委員会）          
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（１）子育て環境の整備 
①：妊娠・出産・子育てに関する情報提供・相談  

妊娠、出産や子育ての不安や悩みを抱えたまま地域で孤立することのないように、子育て

世代の親子が一緒に集え、両親がリフレッシュできる場を提供するため、妊娠、出産、子育

て関連の各種教室を開催します。また、身近なものから専門的な相談まで、関係機関や地域

団体との連携を強化し、相談体制の充実に努めます。 

ＫＰＩ① 地域子育て支援センター利用者数 204人 

【主な施策例】★子育て世代包括支援センター（母子保健型）機能を生かした相談の充実 

（保健センター）  

★子育てに関する指導、相談（妊産婦の訪問指導、乳幼児健康相談、すくすく

発達相談、離乳食教室、ベビーマッサージ、いい歯歯（母）教室、おやこ歯

の教室、歯磨き教室等）（福祉課、保健センター） 

★子供家庭総合支援拠点の設置に向けた検討と設置（福祉課） 

★親と子が集える場の提供（福祉課、保健センター） 

★子育てサークルの支援（福祉課、保健センター） 

★家庭訪問及び養育環境の把握（福祉課、保健センター）        

 

 

②：妊娠・出産・子育てに関する助成 

経済的な不安を軽減し、妊娠、出産でき、子育て世代が暮らしやすい環境を整えるため、

国の施策と連携しながら各種支援を実施します。 

ＫＰＩ① 産婦健康診査費用助成利用率 100% 

ＫＰＩ② 新生児聴覚検査費助成利用率 100％ 

【主な施策例】★園児の副食費の助成（教育委員会） 

★妊婦健康診査等に対する助成（保健センター） 

★未熟児や疾患児童に対する助成（福祉課、保健センター） 

★子育てに対する助成（児童手当）（福祉課） 

★義務教育における諸経費の軽減に向けた取組（教育委員会） 

  

      

      



 

22 
      

高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

②：魅力ある教育の実施 

人間形成の基礎を培う幼児期において、地域社会の良好な環境の中で、一人一人の個性と

能力に応じた教育が受けられるよう教育内容の充実を図るとともに、幼、小、中共通カリキ

ュラムの策定を行います。 

また、町の将来を担う児童、生徒が郷土愛を持ち、豊かな人間性を培うことができるよ

う、小、中、高が連携しながら、国際化や情報化など時代の変化に迅速に対応した魅力ある

教育を推進します。基本的な生活習慣を身に付け、総合的な学力を向上させるとともに、英

語教育を更に取り入れることで、グローバル社会に対応できる人材の育成を目指します。 

ＫＰＩ① 幼小中交流事業 ４回 

ＫＰＩ② 小中学校による地域清掃活動 ３回 

ＫＰＩ③ 幼小中での特別授業 30回 

【主な施策例】★小、中、高児童生徒によるボランティア活動の充実 

（清掃や花いっぱい運動等）（教育委員会） 

★小、中共通カリキュラム実践に向けた共同研究の実施（教育委員会） 

★幼児、生徒の小学校訪問など校種間交流（教育委員会） 

★英語教育を充実させ、グローバル社会に対応した人材の育成（教育委員会）  

  

 

③：学校と地域とのネットワークづくり 

ＰＴＡ活動や地域活動などを通じて、学校と地域との連携強化を図るとともに、豊かな自

然や歴史を活かした学習機会の充実を図ります。また、高校生による地域活動への参画を通

じて、将来、地域でリーダー的役割を果たす人材の育成や、人的なネットワークの形成を図

ります。 

ＫＰＩ① 教育支援ボランティア地域住民参加者数 140人 

【主な施策例】★教育相談員（臨床心理士）による保護者との教育相談の実施（教育委員会） 

★「教育相談だより」の発行（教育相談事業の啓発、発達に関するコラム等）

（教育委員会） 

★ボランティアによる放課後活動や学校運営の支援（教育委員会） 

★地域の人との交流による先人の歩みや郷土学習（教育委員会）   
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⑤：子供の権利擁護の推進 

児童虐待の未然防止や早期発見により全ての子供が安心して暮らせる町の実現に向けて、

訪問の機会を利用した状況把握や指導、関係機関の連携と地域の協力により、子供の権利擁

護を推進します。 

ＫＰＩ① こんにちは赤ちゃん事業（訪問率） 100％ 

【主な施策例】★児童虐待の未然防止や早期発見（福祉課） 

★関係機関との連携強化のための会議の実施（福祉課） 

★特定妊婦に対する支援の充実（福祉課）  

★要支援児童及び要保護児童等並びに特定妊婦等への支援（子供家庭総合支援

拠点の設置、運営を含む）（福祉課） 

 

 

 

（２）教育環境の向上 
①：教育施設の充実 

豊かな自然とこまやかな人情に恵まれた教育環境の中で、幼児、児童、生徒の心と体を育

む魅力ある学校づくりに取り組み、教育施設のより一層の充実を図ります。また、統合幼稚

園を新設します。 

ＫＰＩ① 学校園の洋式トイレ設置数 40基 

ＫＰＩ② 統合幼稚園の新設 １施設 

ＫＰＩ③ 学校体育館空調設備の整備数 ２施設 

【主な施策例】★町立幼稚園での集団生活や遊びの充実（教育委員会） 

★学校、園施設の空調設備の設置やトイレの一部洋式化などのハード面の整備

（教育委員会）  

★統合幼稚園の新設による子供の保育環境の整備、充実（教育委員会） 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（１）生涯にわたって生き生きと暮らせる仕組みづくり 
①：生涯保健体制・地域医療の充実 

各種検（健）診の受診を促し、健康増進に向けた意識の高揚などにより、国民健康保険制

度の適正な運営と維持を図り、ライフステージに応じた保健体制の提供に取り組むととも

に、町民の生活習慣を改善し、健康寿命を延ばすための取組を充実します。 

また、「自分の健康は自分で守り、自分で作るもの」という視点に立ち、全ての町民が自

発的に健康づくりができる環境を作り、きめ細かい地域医療の充実に取り組みます。 

ＫＰＩ① 胃がん検診受診率 5.8％ 

ＫＰＩ② 肺がん検診受診率 5.2％ 

ＫＰＩ③ 大腸がん検診受診率 10.2％ 

ＫＰＩ④ 子宮がん検診受診率 11.6％ 

ＫＰＩ⑤ 乳がん検診受診率 12.9％ 

＊各指標の母集団（分母）は、以下のとおりです。 

○胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診：40歳以上の男性・女性 

○乳がん検診：40歳以上の女性 

○子宮がん検診：20歳以上の女性 

 

【主な施策例】★健康増進計画、食育推進計画の推進（保健センター） 

★健康に関する指導、相談（保健センター） 

★各種検（健）診の実施（肝炎ウイルス検診、がん検診等）（保健センター） 

★予防接種の実施（定期予防接種、臨時予防接種等）（保健センター） 

★休日や夜間の応急診療の体制整備（保健センター） 

★救急告示病院や輪番病院と連携した救急医療体制の整備 

（保健センター）  

 

  

   

 

集団がん検診 

 

 

23 
      

高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

２．基本目標２『心豊かに、人が支え合い暮らせるまち 高取』 

【概要】 

全ての町民が生き生きと元気で暮らす町を実現するためには、地域福祉の充実、健

康づくりの支援、社会保障制度の充実、そして町民の生きがいづくりへの支援が必要

となります。子育て世代を中心としつつ、子供から高齢者まで全ての町民が支え合い、

障害者にも優しく、誰もが社会に参加できる地域づくりを行います。 

また、安全・安心への意識の高まり、深刻化する地球規模での環境問題など様々な

環境の変化に対応していく必要があります。そのため、暮らしを支える基盤整備や住

環境の向上、町民同士の助け合いやコミュニティ力を高め、安心感を持って暮らせる

魅力的なまちづくりに取り組みます。 

指標 数値目標〈令和７年度〉 

 

高取町の暮らしの満足度 

 

令和元年度調査結果  

＜ 令和７年度調査結果 

【【基基本本方方針針】】  

２２--１１：：生生涯涯ににわわたたっってて生生きき生生ききとと暮暮ららせせるる仕仕組組みみづづくくりり  

健康を維持するために必要な健診の促進や、生涯にわたって生きがいを持って地域

で暮らせる仕組みづくりに取り組みます。 

２２--２２：：地地域域福福祉祉のの更更ななるる推推進進  

福祉に求められる内容が多様化、高度化する今日、社会的に弱い立場の人はもちろ

ん、それらを支える家族や地域の人々が住み慣れた家庭や地域社会の中で安心して暮

らせるよう、地域福祉の更なる推進に努めます。 

２２--３３：：暮暮ららししをを支支ええるる基基盤盤のの整整備備  

市街地や田園地域、丘陵地など、それぞれの環境と調和した生活基盤をバランスよ

く整備し、安全かつ便利で快適な生活環境づくりを進めていきます。 

２２--４４：：地地域域のの安安全全・・安安心心のの向向上上  

災害に強く、安心して暮らせる町を実現するため、自助・共助・公助による、防災体

制の強化、防災活動の充実を図ります。また、防犯や交通安全にも取り組み、地域の安

全・安心の向上を図ります。 

２２--５５：：地地域域環環境境のの保保全全  

四季折々の自然を保全するとともに、地域の住環境の向上を図り、快適な生活環境

の整備に取り組みます。 

 

 ２．基本目標２『心豊かに、人が支え合い暮らせるまち 高取』 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

②：高齢者福祉の充実 

保健所や医療機関などとの連携により、長寿社会に対応した保健、医療体制の充実を図る

とともに、介護予防の充実を図り、いつまでも健康で過ごすことができるよう努めます。ま

た、介護保険の健全な運営に努めます。 

ＫＰＩ① 介護予防のための教室等延利用者数 2,110人 

ＫＰＩ② いきいき百歳体操参加者数 390人 

【主な施策例】★介護が必要な人への介護サービス（福祉課、地域包括支援センター） 

★介護を必要としないための予防対策（福祉課、地域包括支援センター） 

★高齢者への支援体制の整備（福祉課、地域包括支援センター）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③：障害者福祉の充実 

障害者が健常者と共に生きがいを持って暮らし、社会で活躍できるように、また、障害者

が自分らしく自立した生活が送れるように、社会参加できる体制づくりや自立支援体制の強

化を図ります。 

ＫＰＩ① 福祉施設入所者の地域生活移行者数 ２人 

【主な施策例】★障害者の社会参加と自立支援（福祉課） 

★生活支援のための助成（医療費、福祉タクシー等）（住民課、福祉課） 

 

 

 

 

      

        

 

いきいき百歳体操 

 

 

元気サロン 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

②：生涯活動の推進 

ライフステージに応じた学習機会の創出や、多様化するニーズに応えながら生涯スポーツ

を推進するとともに、生涯学習関連活動団体の支援、育成を進め、町民と行政の協働による

生涯学習推進体制の整備を図ります。特に生涯スポーツの推進は、地域福祉の充実や移住促

進にもつながることから積極的な展開を図ります。 

また、広報、公聴活動の充実を図ることで、町民のまちづくりに対する関心を醸成し、地

域活動への参画を推進します。特に、高齢者の社会活動への参加推進と、住民ボランティア

活動への支援を行います。 

ＫＰＩ① 総合型地域スポーツクラブ会員数 250人 

【主な施策例】★生涯学習教室の実施（教育委員会） 

★全ての町民がスポーツに親しめる総合型地域スポーツクラブの運営 

（教育委員会） 

★高取町能力活用バンクの活用（豊富な知識や技能を持った人の登録、地域教

育力の向上や地域社会の活性化等への活用）（教育委員会） 

★ボランティア活動拠点の提供、ボランティア団体登録制度の創設（総務課）             

 

 

（２）地域福祉の更なる推進 

①：地域福祉の充実 

一人一人の立場に立った、きめ細かな福祉サービスを提供できる体制づくりを行うととも

に、住みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう、町民と行政の連携による温かい福祉

環境を創出します。 

ＫＰＩ① 孤独死 ０人 

ＫＰＩ② 自殺者数 ０人 

ＫＰＩ③ ながら見守り参加事業所数 150事業所 

【主な施策例】★生活困窮者への支援（福祉課） 

★地域と連携した単独世帯への支援（単独世帯の見回り、声かけ等）（福祉課）  

         ★子供や子育て世帯などへの地域による見守り支援（福祉課） 

         ★自殺対策の推進（福祉課）                     
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

②：既存ストックの適切な活用・維持管理 

公共インフラ、公共施設などの既存ストックは、長寿命化や適切な維持管理を行い、ライ

フサイクルコストの縮減、平準化に努めます。 

ＫＰＩ① 橋梁長寿命化修繕計画に基づく修繕 25橋 

ＫＰＩ② 町営住宅の耐久性の向上（屋根葺替、外壁改修等） 73戸 

【主な施策例】★橋梁長寿命化修繕計画に基づく修繕（事業課） 

       ★水道老朽管の更新（事業課） 

       ★近隣市町村との水道緊急連絡管の整備（事業課） 

       ★長期的な活用を図る町営住宅の長寿命化（予防保全的な改善）（事業課） 

 

 

 

（４）地域の安全・安心の向上 

①：防災・減災の推進 

地震などの自然災害に対応できる防災体制づくり、町民の防災意識の向上、消防団や自主

防災組織の充実強化など、防災、減災対策に取り組みます。 

ＫＰＩ① 備蓄倉庫の整備 ３か所 

ＫＰＩ② 自主防災組織の組織数 24団体 

ＫＰＩ③ 応援協定（福祉避難所）の締結数 ６件 

【主な施策例】★大規模災害に対応する備蓄倉庫及び備蓄品の確保（総務課） 

★土砂災害特別警戒区域の特定（総務課） 

★災害時の応援協定の締結（総務課） 

★奈良県広域消防組合部門の統合及び運営（総務課） 

★住宅密集地域の防火及び初期消火設備の整備、防火訓練の実施（総務課）  

 

 

 

 

 

      

      

 

防火訓練 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

④：人権擁護 

人権意識と人権擁護思想の高揚を図り、全ての町民が幸せを実感できる社会を構築するた

め、町民と行政（教育行政）が力を合わせ、総合的かつ一体的に取り組みます。 

ＫＰＩ① 町民集会参加者数 260人 

【主な施策例】★高取町人権・同和問題啓発活動推進本部の開催（住民課） 

★高取町人権教育推進協議会の設置（教育委員会） 

★人権意識と人権擁護思想の普及啓発（住民課）         

 

 
 

（３）暮らしを支える基盤の整備 

①：生活・都市基盤の整備・充実 

安全で利便性に優れた暮らしを支える交通環境の向上、公共下水道や合併浄化槽の整備促

進などに取り組み、生活、都市基盤の整備と充実を図ります。子育て施策と連携し、子供が

安心して遊べる公園づくりを進めます。 

また、マイナンバーカードの普及も進め、生活環境の向上に向けた基盤づくりにも取り組

みます。 

ＫＰＩ① マイナンバーカード普及率 50.0％ 

ＫＰＩ② 合併浄化槽の補助 360基 

ＫＰＩ③ 地区計画の策定 ３か所 

ＫＰＩ④ 公共下水道計画区域の面積普及率の向上 71.0％ 

【主な施策例】★マイナンバーカードの普及（住民課） 

       ★市街化調整区域の土地活用を目指す地区計画の策定（総合政策課） 

★子供の遊び場、町民の憩いの場となる公園の再整備（遊具設置等） 

（事業課） 

★交通事業者と連携した公共交通の利便性の向上、交通結節機能の強化 

（総務課） 

★高取町流域関連公共下水道整備計画の推進（事業課） 

★下水道計画区域外における合併浄化槽設置の推進（住民課） 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（５）地域環境の保全 

①：環境保全の推進 

本町の豊かな自然を守り、より暮らしやすい環境づくりを、町民、事業者と連携して進め

ます。また、ＳＤＧｓの理念に沿った自然環境負荷低減を全庁的に進めるとともに、町民や

事業者の取組を支援します。 

ＫＰＩ① 可燃物ごみの年間排出量 1,400ｔ 

【主な施策例】★町内一斉美化運動や不法投棄防止のための廃棄物収集作業に併せた町内の見

回りや、看板設置の推進（住民課） 

★周辺市町村と連携したし尿処理、廃棄物処理（住民課）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②：空家の予防・活用・除去の推進 

ゆとりと潤いのある快適な生活環境保全のため、また、移住者の受け皿として、空家状況

の把握と活用を進めます。 

ＫＰＩ① 空家マッチング件数 ６件 

ＫＰＩ② 空家バンク登録数 12件 

【主な施策例】★空家データベースの更新（総務課） 

★空家対策の推進（総務課、まちづくり課）  

 

 

         

      

 

ごみ収集 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

②：交通安全対策の推進 

交通安全対策の充実を図り、安全、安心で快適な道路交通環境の改善を進めます。 

ＫＰＩ① 子ども見守り隊 隊員数 132人 

ＫＰＩ② 交通事故発生件数 ５件 

【主な施策例】★交通安全施設の整備（事業課） 

★ＰＴＡ、各学校、教育委員会合同による通学路危険箇所改善の対策（通学路

の危険箇所の有無の確認、通学路交通安全プログラムの作成等） 

（教育委員会） 

★子ども見守り隊と連携した児童の安全確保（登下校時の立哨、あいさつ運動

等）（教育委員会）                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③：防犯対策の推進 

橿原警察署、地域の駐在所、橿原防犯協議会、青色パトロール、子ども見守り隊、防犯ボ

ランティア協議会等の防犯関係団体と連携して、地域の防犯対策の強化を図ります。 

ＫＰＩ① 刑法犯罪認知件数 19件 

【主な施策例】★高齢者に対しての防犯意識の啓発（福祉課、地域包括支援センター） 

★青少年指導員による夜間巡回指導の実施（教育委員会） 

★生活安全推進協議会での情報共有（総務課）             

 

 

      

      

 
子ども見守り隊 

 

 
青色防犯パトロール 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（１）観光による交流人口の拡大 
①：既存地域資源の保全と魅力向上 

歴史資源など、既存の地域資源の維持、保全を図るとともに、町内外の交流機会を創出す

るイベントの開催など、観光による交流人口の拡大を目指し資源の適切な活用を図ります。

特に、土佐街道周辺の町並みや高取城跡周辺のまちづくり、新たに開設する交流拠点施設の

活用を積極的に進めます。また、地域資源の源である遺跡などの調査を進め、それらの情報

整理を適切に行い後世への継承に努めます。 

ＫＰＩ① お城ファンが実際に訪れた日本のお城ランキング 15位 

ＫＰＩ② 壺阪山駅乗降客数（年間） 427,000人 

ＫＰＩ③ 交流拠点施設年間来場者数 30,000人 

ＫＰＩ④ 観光集客イベント回数 ３回 

【主な施策例】★高取城跡周辺の整備、土佐街道周辺の町並み景観の向上 

（まちづくり課・教育委員会） 

★高取城にまつわる武家に伝わる品々の展示とイベントとの連携 

（まちづくり課・教育委員会） 

         ★交流拠点施設を活用したイベントやワークショップの開催 

（総合政策課・まちづくり課） 

★遺跡調査の推進（教育委員会） 

★観光集客イベント（城まつり、雛めぐり等）の開催（まちづくり課） 

★城関連イベントでの高取城跡のＰＲ（総合政策課・まちづくり課） 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

高取城跡 

 

 

与楽カンジョ古墳 

 

 

市尾墓山古墳 

 

 

城まつり 
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高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

３．基本目標３『訪れたくなるまち、住みたくなるまち 高取』 

【概要】 

龍門山塊の北辺地域と奈良盆地の南辺地域の交差地域に当たり、複雑な地形を形成

していることが本町を自然豊かな町にしています。また、本町は「国のまほろば」大

和、その古代史の中心舞台である飛鳥地域の一角を成し、町内には壷阪寺（南法華寺）、

日本三大山城の 1 つである高取城跡、それに連なる旧城下町の家並みのほか、名所旧

跡、歴史的遺産が数多く点在しています。 

このような恵まれた自然環境や歴史資源を後世に伝えていくことは、本町に課せら

れた大きな使命です。スローライフや健康志向の高まりなど、価値観の多様化に合わ

せて、歴史資源を更に磨き上げ、訪れたくなる町として、個性あるまちづくりを進め

ることが必要です。これにより、まずは関係人口を拡大し、将来的には、移住や定住に

つながる住みたくなるまちづくりに、町民、事業者、行政が一体となって取り組みま

す。 

指標 数値目標〈令和７年度〉 

町観光交流客数 

20 万人 

＊本町への観光客数は、従来、壷阪寺拝観者数と夢創舘の

入館者数の総計として算定してきました。今後は、城ま

つりや雛めぐり、かかし祭り等のイベントの参加者数や

観光案内所夢創舘、交流拠点施設ワニナル等の入館者数

及び壷阪寺拝観者数を加えて算定し、数値目標として設

定します。 

【【基基本本方方針針】】  

３３--１１：：観観光光にによよるる交交流流人人口口のの拡拡大大  

豊かな自然や歴史資源を適切に保全し、訪れる人をもてなす魅力づくりやイベント

を実施し、観光による交流人口の拡大を目指します。 

 

３３--２２：：町町のの魅魅力力発発信信等等にによよるる移移住住促促進進  

都会に住む人たちに本町の魅力を感じてもらい、移住促進や農業の担い手確保につ

ながる関係人口創出事業に取り組みます。また、健康や医療をテーマとして新たなま

ちづくりを検討します。 

 

  

 ３．基本目標３『訪れたくなるまち、住みたくなるまち 高取』 
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（２）町の魅力発信等による移住促進 
①：イベント等によるＰＲ事業の実施 

町内外を問わず多くの人が来訪するイベントの開催や情報発信とともに、首都圏でのＰＲ

を積極的に行います。そして、「ちょうどいい町 高取」の魅力発信にも積極的に取り組み

ます。 

ＫＰＩ① 町公式ホームページアクセス数（年間） 450,000件 

ＫＰＩ② 魅力発信イベント ４回 

【主な施策例】★高取町の魅力発信イベント（泥んこファーム、漢方マルシェ、チャンバラ等）

（まちづくり課） 

★ホームページの充実、ＳＮＳ等による魅力発信（総合政策課）  

 

 

 

 

 

 

 

 

②：移住促進を目指したまちづくり計画の推進 

自然豊かで、都市圏からのアクセスに恵まれた立地を生かし、子育て世代やアクティブシ

ニア層の移住を目指し、空家の活用とも連携しながら関係人口を増やす施策に取り組みま

す。 

ＫＰＩ① 転入人口 260人 

ＫＰＩ② 転出人口 120人 

ＫＰＩ③ 移住促進ホームページのアクセス数 150,000件 

【主な施策例】★交流拠点施設を活用した本町との関係を始めるきっかけ作り（総合政策課） 

       ★移住促進に特化したホームページの活用によるＰＲ（総合政策課） 

       ★地域連携の推進による関係人口の創出（総合政策課・まちづくり課） 

 

     

     

 

泥んこファーム 

 

 

チャンバラ合戦 
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②：新たな観光資源の開発・ＰＲ 

地域資源を掘り起こし、観光資源として磨き上げて、新たな観光資源を開発します。特

に、まちづくり基本計画に基づく与楽古墳群の活用を奈良県と協働で積極的に進めます。ま

た、周辺市町村との広域連携により、観光資源の魅力創出を図ります。 

ＫＰＩ① 周遊ルートの設定 ３か所 

ＫＰＩ② 案内サインの整備 20基 

【主な施策例】★史跡与楽古墳群の整備、トイレ及び多目的広場の設置（教育委員会） 

★日本遺産「日本国創生のとき～飛鳥を翔た女性たち～」の魅力発信（ホーム

ページやストーリー本の作成、シンポジウムの開催、説明板の設置等） 

（教育委員会） 

★医療ツーリズムの調査、研究（総合政策課） 

★広域市町村と連携した周遊ルートの整備（まちづくり課） 

 

 

③：観光客の利便性の向上 

観光客の安全性を確保し、快適な観光行動を提供できる環境づくりや、空家の活用とも連

携したおもてなしの環境づくりに取り組みます。周辺市町村とも連携し、広域的な人の流れ

を踏まえ検討を進めます。また、今後増加が予想される外国人観光客に対しても適切な対応

を図ります。 

ＫＰＩ① 観光用駐車場整備 ４か所 

ＫＰＩ② トイレ設置 ２か所 

【主な施策例】★近鉄壺阪山駅前広場等の整備（観覚寺 10 号線整備を含む）（事業課） 

★観光用駐車場の整備（まちづくり課） 

★壷阪寺～高取城跡のハイキングルート上の休憩所やトイレ整備 

（まちづくり課） 
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（１）地域産業の振興 
①：農林業の振興支援 

農林業が地域産業であることから、担い手の確保、農産物の売り場の確保、耕作放棄地対

策、鳥獣被害の防止（罠の設置、狩猟免許取得への支援、狩猟動物販路の検討）などの対策

を進め、産業振興に取り組みます。 

ＫＰＩ① 有害鳥獣年間捕獲目標（イノシシ・シカ・アライグマ） 150頭 

ＫＰＩ② 認定農業者数 26経営体 

【主な施策例】★農業振興地域整備計画の策定（まちづくり課） 

★農業基盤の整備（まちづくり課） 

★鳥獣被害防止計画の策定、野生鳥獣の捕獲（まちづくり課） 

★新規就農者受入等による耕作放棄地の解消（まちづくり課） 

★森林整備計画に基づく計画的な森林施業、森林資源の保全・活用 

（まちづくり課）  

 

②：商工業の振興支援 

大和当帰の栽培増進や、薬草加工品の第６次産業化により、町の主要産業である製薬業の

活性化を図ります。また、奈良県製薬協同組合と定期的な意見交換、情報交換を図るととも

に、「くすりの町 高取」のＰＲに努めます。 

ＫＰＩ① 大和当帰年間販売量 200ｋｇ 

ＫＰＩ② 製造業：化学工業製造品出荷額 6,700百万円 

【主な施策例】★薬草栽培面積の増進（漢方プロジェクト）（まちづくり課） 

★薬草加工品の第６次産業化（漢方プロジェクト）（まちづくり課）  

★先端設備等導入基本計画による支援（まちづくり課） 

★ふるさと名物応援宣言による支援（まちづくり課） 

 

 

 

 

 

      

      

 

大和当帰の栽培 
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４．基本目標４『産業振興により活力あるまち 高取』 

【概要】 

農業は、自然と密接に関わっていることから、産業として振興を図ることは、良好

な自然環境や田園風景を守ることにもなり、重要な役割を果たすものです。しかし近

年、農家の減少により耕作放棄地が目立っています。今後は、都市近郊の優位性を生

かし、需要に合った農作物の作付面積の拡大を目指すとともに、優良な農地の確保に

努めながら、近代的な農業経営と合理的な土地利用の再編を推進し、自立的な都市近

郊型農業の確立を目指します。また、健康志向の高まりに合わせ、薬草栽培の拡大、

第 6 次産業化に積極的に取り組み、「薬の町たかとり」の復活を目指すことで、主要産

業である製造業（薬産業）の振興に取り組み、活力あるまちづくりを進めます。さら

に、水源のかん養機能や地球温暖化の緩和など、多様な公益的機能を果たしている森

林の適切な維持管理を行うためにも、林業基盤の整備など、林業の振興を図ります。 

地方で「しごと」が作られ、それが「ひと」を呼び、その「ひと」が「しごと」を呼

び込む好循環が確立されれば、「まち」は活気を取り戻すはずです。そのため、企業誘

致や創業支援、地域ブランドの発信に取り組むとともに、男女を問わず多くの人が社

会で活躍できるまちづくりを推進します。 

指標 数値目標〈令和７年度〉 

 

町内事業所の従業者数 

 

平成 28 年経済センサス 

＜令和３年経済センサス 

 

【【基基本本方方針針】】  

４４--１１：：地地域域産産業業のの振振興興  

豊かな自然に育まれた農林業や製薬業など、地域産業の担い手を確保し、高取ブラ

ンドとなる特産品の開発など、多面的に地域産業の振興に取り組みます。 

 

４４--２２：：新新たたなな企企業業のの誘誘致致・・創創業業  

移住、定住を促進するため、働く場の確保が重要となります。新たな企業を誘致し、

地域の雇用を創出し、活力ある地域の形成に努めます。また、女性が活躍できるまち

づくりを目指し女性の就労支援を行います。 

 

 

 ４．基本目標４『産業振興により活力あるまち 高取』 
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③：地域ブランドの育成・創出 

農産物を利用した特産品の販路拡大や、商工業の振興を図るため、新たな特産品の開発や

ふるさと応援寄附金返礼品の掘り起こしなど、地域産品のブランド化に取り組みます。 

ＫＰＩ① ふるさと応援寄附金返礼品登録数 86品 

ＫＰＩ② ふるさと応援寄附金件数 3,000件 

【主な施策例】★ブランド農産物の販路拡大（まちづくり課） 

★漢方プロジェクトで開発した商品の販路拡大（まちづくり課） 

★ふるさと応援寄附金返礼品の新たな掘り起こし（総務課）        

 

 

 

 

 

（２）新たな企業の誘致・創業 
①：企業誘致・創業支援 

新たな企業の誘致や創業を目指し、本町のＰＲや企業との交渉に取り組み、町内の雇用創

出を目指します。 

ＫＰＩ① 企業誘致・創業の成立件数 ６件 

ＫＰＩ② 企業誘致奨励金等の新設 １件 

【主な施策例】★本町のＰＲや企業との交渉による企業誘致、創業の促進（総合政策課）  

★誘致企業への優遇税制等による支援（総合政策課） 

★企業誘致奨励金の新設等による企業立地の魅力向上（総合政策課）  

  

 

 

      

     

 

やまと健やか茶 
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